
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】

テレビジョン処理システムにおい
て、

ソースと、
前記コードワードに応答して、前記トランスポート・ブロックのそれぞれにおいてエラー
を検出するディテクタと、

トランスポート・ブロック

回路と、
回路に結合した入力ポートと、イメージを表す圧縮解除データを供給する出力ポート

とを有するデコンプレッサと
を備えたことを特徴とするテレビジョン処理システム。
【請求項２】
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トランスポート・ブロックがエラー状態になることを前提にして、トランスポート・ブロ
ックにおいてエラーが生じたかどうかを決定するコードワードを含んでいるトランスポー
ト・ブロックに複数のマクロブロックを含み、当該トランスポート・ブロックに存在する
、イメージを表す圧縮データを非圧縮データに変換する

送信された前記圧縮データの

前記 内のエラーの決定に応答する回路であって、前記トランス
ポート・ブロックに収容される前記複数のマクロブロックを除去し、少なくとも部分的に
、この除去された複数のマクロブロックの代わりに、圧縮フォーマットで事前に定めたデ
ータのシーケンスであって、前記除去された複数のマクロブロックに対応する複数のマク
ロブロックを表す圧縮データを少なくとも部分的にエミュレートするシーケンス、で置き
換える
前記



請求の範囲第１項に記載のシステムにおいて、前記圧 ータは、
配列され、前記圧 ータの

第１および 第２のチャネルに
マクロブロック

ブロック終わりコードで 置き
換えることを特徴とするシステム。
【請求項３】
請求の範囲第２項に記載のシステムにおいて、前記圧縮デー 、複数の前記部分マクロ
ブロックを含み、該部分マクロブロックは関連する動きベクトルを含むことが可能であり
、

は、エラーを生じ 記複数の部分マクロブロック内のそれぞれの動きベクトル
を、前記複数のマクロブロックにそれぞれ隣接するイメージ領域に対応するマクロブロッ
クからの動きベクトルで置き換え 段をさらに含むことを特徴とするシステム。
【請求項４】
請求の範囲第１項に記載のシステムにおいて、前記圧 ータは、

、該マクロブロックは関連する動きベクトルを含むことが可能であり、
は、エラー 生じ 数のマクロブロック内のそれぞれの動きベクトルを、

前記複数のマクロブロックにそれぞれ隣接するイメージ領域に対応する複数のマクロブロ
ックからの動きベクトルで置き換え 段をさらに含むことを特徴とするシステム。
【請求項５】
請求の範囲第１項に記載のシステムにおいて、 エラーが生じた ブロッ
ク内の圧縮データを、縦方向に隣接するイメージ・エリアを表す圧縮データ・ブロックか
らの圧縮データと、事前に定めた圧縮データ シーケンスとを組合せたもので置き換える
手段をさらに含むことを特徴とするシステム。
【請求項６】
請求の範囲第１項に記載のシステムにおいて、

圧縮解除されたビデオ信号を受信するために結合されたメ
モリ手段と、
置き換えられた前記ブロックに対応するイメージ領域を表すエラー・マップを生成する

手段と、
前記エラー・マップに応答し、前記置き換えられたブロックに対応する圧縮解除されたビ
デオ・データ 記メモリ手段 書き込むことを禁止する手段と
をさらに含むことを特徴とするシステム。
【請求項７】
請求の範囲第１項に記載のシステムにおいて、 ユーザ入力に応答し、特殊効
果を得るため、圧縮ビデオ・データのフレーム全体を置換圧縮ビデオ・データで置き換え
る手段をさらに含むことを特徴とするシステム。
【請求項８】

ビデオ信号処理システムにおいて、
エラーの発生を検出 縮ビデオ・データを部分的にエミュレートした

事前に定めた圧縮データ シーケンスで 置き換
え 置と、
前記事前に定めたシーケンスを含む前記圧縮ビデオ・データを圧縮解除する圧縮解除手

、
前 置および前記圧縮解除手段に関連した手段であって、エラー 生じた圧縮データ・
ブロックに対応する圧縮解除ビデオ・データを、時間的には離れているが、空間的に同一
位置の圧縮解除ビデオ・データで置き換え
を備えたことを特徴とするシステム。
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縮デ マクロブロックを終結
するブロック終わりコードを有する複数のマクロブロックに 縮デ
部分的なマクロブロックは第１のチャネルに存在し、対応するマクロブロックの残りは第
２のチャネルに存在する状態で、前記 前記 存在し、前記回路
は、対応する のエラーが検出された前記残りの代わりに、対応するマクロ
ブロックのエラーが検出された前記残りのそれぞれに合う 、

タは

前記回路 た前

る手

縮デ 複数のマクロブロック
内に配置され
前記回路 を た前記複

る手

前記回路は、 複数の

の

前記デコンプレション手段から

、
前記回路に関係付けられた

を前 に

前記回路は、

ブロック単位で存在する圧縮ビデオ・データがエラー状態になることを前提にして、伝送
された圧縮ビデオ・データを圧縮解除する

し、圧 シーケンスであ
って、 の 、圧縮ビデオ・データのブロックを

る装
段

と
記装 を

る手段と



【請求項９】

ビデオ・
データを圧縮解除する装置であって
前記圧縮ビデオ・データから再生されたイメージ内のエラーを隠す装置 、
前記高優先度チャネルおよび低優先度チャネルにおける圧縮ビデオ・データに応答して、
エラーの発生を検出し、エラーを含む情報のトランスポート・ブロックを除去する 手
段
高優先度および低優先度情報の対応する部分・マクロブロックを結合
低優先度情報トランスポート・ブロック に応答して、 高優先度情報 部分
マクロブロックにブロック終わりコードを追加する 手 、
結合された情報のマクロブロックを圧縮解除して、圧縮解除ビデオ信号を生成する手
を備えたことを特徴とする装置。
【請求項１０】
請求の範囲第９項に記載の装置において、前記結合手段は、高優先度チャネルにおける除
去された部分マクロブロックに対応する、低優先度チャネルにおける部分マクロブロック
を除去する手段を含むことを特徴とする装置。
【請求項１１】
請求の範囲第 10項に記載の装置において、前記結合手段は、

事前に定めた圧縮データのシーケンス トアす 憶手段
と、
除去された高優先度の部分マクロブロック 対応する除去された低優先度の部分マク
ロブロック 、事前に定めた圧縮データ シーケンスのマクロブロックで置き換
え 段と
をさらに含むことを特徴とする装置。
【請求項１２】
請求の範囲第９項に記載の装置において、前記結合手段は、

事前に定めた圧縮データのシーケンス トアす 憶手段
と、
除去された高優先度の部分マクロブロック 対応する除去された低優先度 部分マク
ロブロック 、事前に定めた圧縮データ のマクロブロックで置き換
え 段と
をさらに含むことを特徴とする装置。
【請求項１３】
請求の範囲第 12項に記載の装置において、
前記圧縮解除手段に結合され、圧縮解除ビデオ信号をラスタ走査フォーマットでストアす

モリ手段であって、前記圧縮解除手段からの圧縮解除データで定期的に更新されるメ
モリ手段と、
前記検出手段に関連付 手段であって、除去されたトランスポート・ブロックに含
まれる圧縮ビデオ・データで表されたイメージ・エリアに対応するエラー・マップを生成
す 段と、
前記エラー・マップに応答し、前記除去されたトランスポート・ブロックに含まれる圧縮
ビデオ・データで表されたイメージ・エリアに対応する前記メモリ手段内のデータ

更新 るのを禁止する手段と
をさらに含むことを特徴とする装置。
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複数の情報の部分マクロブロックを含むトランスポート・ブロック内に配列された圧縮ビ
デオ・データを有する高優先度チャネル、および、複数の情報の部分マクロブロックを含
むトランスポート・ブロック内に配列された圧縮ビデオ・データを有する低優先度チャネ
ルで供給されたビデオ・データであって、前記情報は、重要度の高いデータが前記高優先
度チャネルにおける部分マクロブロックに収められ、および重要度の低いデータが前記低
優先度チャネルにおける対応する部分マクロブロックに収められた態様の階層化された圧
縮ビデオ・データに対応しており、エラー状態になることを前提として前記圧縮

、
が

検出
と、

する手段であって、
の除去 対応する の

結合 段と
段と

圧縮ビデオのフォーマットで をス る記

および
の代わりに の

る手

圧縮ビデオのフォーマットで をス る記

および の
の代わりに のシーケンス

る手

るメ

けられた

る手

・エリ
アのデータが され



【請求項１４】
請求の範囲第９項に記載の装置において、前記トランスポート・ブロックは、該トランス
ポート・ブロックに含まれる情報の少なくとも を識別する指標を含み、
前記装置は、
前記指標をそれぞれの情報トランスポート・ブロックから分離す 段と、
前記高優先度チャネルからの圧縮ビデオ・データをストアす 段と、

事前に定めた圧縮データ シーケンス トアする記憶手段
と
をさらに含み、
前記結合手段は、前記指標に応答して、除去された高優先度・部分・マクロブロック

対応する 低優先度 部分マクロブロック 、前記圧縮ビデオ・デー
タをストアする手段からの圧縮ビデオ・データ 前記事前に定めた圧縮デー
タ シーケンスのマクロブロックで置き換え 段をさらに含むことを特徴とする装置。
【請求項１５】
請求の範囲第 14項に記載の装置において、前記圧縮ビデオ・データは、動きベクトルおよ
び離散コサイン変換 DCと AC係数に対応するコードワードを含み、
前記圧縮ビデオ・データをストアする手段は、前記動きベクトルをストアするように編成
され、
前記結合手段は前記指標に応答して、 前記事前に
定めた圧縮データ シーケンス
ことを特徴とする装置。
【請求項１６】

テレビジョン処
理システムにおいて、
前記圧縮ビデオ・データに応答して、該圧縮ビデオ・データにエラーが現れたときエラー
信号を生成す 路と、
前記エラー信号に応答して、圧縮ビデオ・データのうちエラーが発生したセグメントを、
圧縮ビデオ・データ フォーマット 置換データで置き換え 路と、

回 ら供給されたデータを圧縮解除
する圧縮解除回路であって、前記エラー信号に応答して、圧縮ビデオ・データのうちエラ
ーが発生したセグメントで表された圧縮解除ビデオ・データを、空間・時間的に関係付け
られた圧縮 ビデオ・データで置き換える圧縮解除回路と
を含むことを特徴とする装置。
【発明の詳細な説明】
技術分野
本発明は、信号伝送期間中に紛失されたイメージ・データを隠す技術に関する。
背景技術
ISO（国際標準化機構）は、ディジタル記憶媒体に対するビデオの符号化表記を目下標準
化しており、この標準は、 1.5Mbits/secの連続データ転送速度をサポートできるものであ
る。この標準は、 ISO－ IEC JTC1/SC2/WG11;MOVING PICTURES AND ASSOCIATED AUDIO、 MPE
G90/176 Rev.2 December 18,1990.の資料に記載されている。このフォーマットは MPEGと
して知られているものである。このフォーマットに従って、フレームのシーケンス（ sequ
ences of frames）が複数グループに分割される。各グループ内のフレームは、それぞれ
、複数の符号化モードのうちのいずれかに従って符号化されている。符号化モードは、フ
レーム内（ intraframe）符号化（Ｉフレーム）と、２種類のフレーム間予測符号化（ inte
rframe predictive coding）（ＰフレームとＢフレーム）を含むのが典型的である。どの
モードにおいても、奇数フィールドのみが符号化され、偶数フィールドは廃棄される。
米国の Advanced Television Research Consortium（ ATRC）は、 MPEGフォーマットを修正
して、 HDTV（ high definition television）信号をディジタル形式で伝送できるようにし
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部分

る手
る手

圧縮ビデオのフォーマットで の をス

およ
び 除去された の の代わりに

が追加された、
の る手

の

前記ストア手段からの動きベクトルが、
の に追加される

少なくともその一部に、イメージを表す周波数領域変換係数を含む、エラー状態になるこ
とを前提にされた圧縮ビデオ・データを非圧縮ビデオ・データに変換する

る回

の を有する る回
圧縮ビデオ・データのセグメントを置き換える前記 路か

解除



た。一般的に、この HDTV信号の初期信号符号化は、 MPEGと同様であるが、異なる点はピク
セルの解像度とデータ・レートが大きく、各フィールドの奇数フィールドと偶数フィール
ドが共に符号化される点である。 HDTVシステムでは、符号化された信号は高優先度チャネ
ルと低優先度チャネル間で優先順位付けされてから伝送される。符号化されたデータのう
ち、ピクチャ再生上、重要度が大きいとされたデータは、所定のパワーレベルで伝送され
るが、重要度が低いとされたデータは低いパワーレベルで伝送され、チャネル共用（ coch
annel）による干渉を最小にしている。
第１図は、優先順位付けされる前の符号化フォーマットを図示する。図示したフレーム・
シーケンスは代表例に過ぎない。各フレームの情報に付した文字 I,P、およびＢは、各フ
レームの符号化モードを示す。フレーム・シーケンスはフレームの GOF（ groups of frame
s）に分割され、各グループは同一の符号化シーケンスを含む。符号化されたデータのフ
レームは、それぞれ、例えば、 16本のイメージ・ラインを表すスライス（ slice）に分割
される。各スライスは、例えば、 16× 16マトリックスのピクセルを表すマクロブロック（
macroblock）に分割される。各マクロブロックは６ブロックに分割され、そのうち、４ブ
ロックはルミナンス信号に関する情報のブロックであり、２ブロックはクロミナンス信号
に関する情報のブロックである。ミナンス情報とクロミナンス情報は別々に符号化された
後、合成されて伝送される。ルミナンスブロックは、それぞれ、８×８マトリックスのピ
クセルに関するデータを含む。各クロミナンス・ブロックは、マクロブロックにより表さ
れた、 16× 16マトリックスのピクセル全体に関する８×８マトリックスのデータを備えて
いる。
フレーム内符号化に従って符号化されたデータのブロックは、離散コサイン係数（ discre
te cosine coefficient）のマトリックスよりなる。すなわち、８×８ピクセルのブロッ
クは、それぞれ、離散コサイン変換（ Discrete Cosine Transform－ DCT）され、符号化さ
れた信号を供給する。離散コサイン係数は適応量子化（ adaptive quantization）され、
優先度プロセッサ（ priority processor）に供給される前に、ランレングス符号化（ run
－ length encode）され、可変長符号化（ variable－ length encode）される。従って、伝
送されたデータのブロックは、それぞれ、８×８マトリックス未満のコードワードを含む
ことができる。フレーム内符号化データのマクロブロックは、 DCT係数の他に、情報、例
えば、採用された量子化レベルと、マクロブロック・アドレスまたはロケーション・イン
ジケータと、マクロブロック・タイプの情報を含むことになる。
ＰまたはＢフレーム間符号化に従って符号化されたデータのブロックも、離散コサイン係
数のマトリックスからなっている。しかし、この例では、離散コサイン係数は残余、つま
り、予測された８×８マトリックスのピクセルと実際の８×８マトリックスのピクセルの
差を表している。これらの係数も、量子化され、ランレングスおよび可変長符号化される
。フレーム・シーケンスでは、ＩフレームとＰフレームはアンカ・フレーム（ anchor fra
me）と呼ばれる。各Ｐフレームは、最後のアンカ・フレームから予測される。各Ｂフレー
ムは、その片側または両側のアンカ・フレームから予測される。予測符号化プロセスには
、変位ベクトル（ displacement vector）を生成することが含まれる。これらの変位ベク
トルにより、１つのアンカ・フレーム内のどのブロックが、予測されたフレーム内の現在
符号化されているブロックに、最も良く一致しているかが示される。アンカ・フレーム内
の一致したブロックのピクセル・データは、符号化されているフレームのブロックから、
ピクセル単位（ pixel－ by－ pixel basis）で、差し引かれて、残余が得られる。変換して
得た残余と変位ベクトルは、予測フレームに対する符号化されたデータを備えている。フ
レーム内符号化されたフレームは、マクロブロックが量子化情報、アドレス情報およびタ
イプ情報を含んでいる。注意すべきことは、あるフレームが予測符号化されたとしても、
ブロックが適正に一致しない場合は、予測フレーム内の特定ブロックまたはマクロブロッ
クをフレーム内符号化することができる。さらに、マクロブロックには符号化できないも
のもある。マクロブロックは、次に符号化されたマクロブロックのアドレスを増加させて
スキップされる。
ビデオ・データが符号化されると、その後、そのデータは MPEGライクなプロトコルに従っ
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て編成される。 MPEG階層フォーマットは複数のレイヤを含み、各レイヤは第２図に示すよ
うに、それぞれ、ヘッダ情報をもっている。名目上、各ヘッダは、開始コード（ start co
de）と、それぞれのレイヤに関するデータと、ヘッダ拡張を付加するための項目（ provis
ion）を含む。ヘッダ情報（前記 MPEGの参照文献に示すように）は、その多くが MPEGシス
テム環境で同期をとる目的で必要になるものである。ディジタル HDTV多重放送（ simulcas
t）システム用の圧縮ビデオ信号を得るために必要なものは、記述したヘッダ情報だけで
ある。すなわち、開始コードと任意選択拡張は除外することが可能である。
本システムで生成される MPEGライクな信号というときは、次のａ） ,b）を意味する。すな
わち、ａ）連続するフィールド／フレームのビデオ信号は I,P,B符号化シーケンスに従っ
て符号化される。ｂ）フィールド／フレーム当たりのスライス数が異なっても、またスラ
イス当たりのマクロブロック数が異なっても、ピクチャ・レベルで符号化されたデータは
、 MPEGライクなスライスまたはブロック・グループで符号化される。
本システムでは、符号化された出力信号は、ボックス L1（第２図）の並びで示すように、
フィールド／フレーム・グループ（ GOF）にセグメント化される。各 GOF（ L2）はヘッダを
含み、その後に、ピクチャ・データのセグメントを含む。 GOFヘッダは水平方向と垂直方
向のピクチャ・サイズと、アスペクト比とフィールド／フレーム・レートと、ビット・レ
ートと、等々を含む。
各フィールド／フレームに対応するピクチャ・データ（ L3）は、ヘッダを含み、その後に
、スライス・データ（ L4）を含む。ピクチャ・ヘッダはフィールド／フレーム番号と、ピ
クチャ・コード・タイプを含む。各スライス（ L4）は、ヘッダを含み、その後に複数のデ
ータ・ブロック MBiを含む。スライス・ヘッダはグループ番号と量子化パラメータを含む
。
ブロック MBi（ L5）はそれぞれマクロブロックを表し、ヘッダを含み、その後に、動きベ
クトル（ motion vector）と、符号化された係数とを含む。 MBiヘッダは、マクロブロック
・アドレスと、マクロブロック・タイプと、量子化パラメータとを含む。符号化された係
数はレイヤ L6に図示されている。各マクロブロックは６つのブロック、つまり、４つのル
ミナンスブロックと、１つのＵクロミナンス・ブロックと、１つのＶクロミナンス・ブロ
ックを備えている。
ブロック係数には、１ブロックごとに、相対的重要度順に、まず、 DCT,DC係数が供給され
、その後に、 DCT AC係数が供給される。ブロック終わりコード EOBは、連続する各ブロッ
クの終わりに追加される。
第２図に示すように、階層フォーマット化された圧縮ビデオ・データは、優先度プロセッ
サに入力され、そこで、符号化データが高優先度チャネル HPであるか、低優先度チャネル
LPであるか解析される。高優先度情報とは、情報が紛失または壊れた場合に、再生イメー
ジの品質が最も低下する情報のことである。言い換えれば、これは、完全なイメージとは
いえないが、イメージを作るのに必要な最小のデータである。低優先度情報とは残りの情
報である。高優先度情報は、異なる階層レベルに含まれる実質的には全てのヘッダ情報と
、各ブロックの DC係数と、各ブロックの AC係数の一部とを含む（第２図のレベル６）。
優先度を処理するために、符号化データのタイプには、それぞれ、優先度クラスまたはタ
イプが割り当てられている。例えば、スライス・ヘッダ情報（スライス識別子（ ID）、ス
ライス量子化パラメータなどを含む）より上位の全情報には、優先度タイプ "0"が割り当
てられている。マクロブロック・ヘッダ・データには、優先度タイプ "1"が割り当てられ
ている。動きベクトルには、優先度タイプ "2"が割り当てられている。優先度タイプ "3"は
予約することができる。符号化ブロック・パターンには、優先度タイプ "4"が割り当てら
れている。 DC DCT係数には、優先度タイプ "5"が割り当てられ、高位順位 DCT係数を表す連
続コードワードには、優先度タイプ "6"～ "68"が割り当てられている。優先度プロセッサ
は、高優先度データと低優先度データの相対的な量に従って、高優先度チャネルおよび低
優先度チャネルに割り振られる優先度タイプを判断する。優先度分類は、特定のデータ・
タイプの相対的な重量度を示し、優先度タイプ "0"が最高の重要度になっていることに注
意すべきである。プロセッサは、実際には、優先度ブレーク・ポイント（ priority break
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 point－ PBP）を判定する。優先度ブレーク・ポイントは、それより上位の全データが低
優先度チャネルに割り当てられている、クラスまたはタイプ番号に対応する。残りのタイ
プ・データは高優先度チャネルに割り振られている。第２図を説明する。次のように仮定
する。すなわち、特定のマクロブロックに対して、 PBPが "5"であると判定され、その結果
、 DC係数と、階層の上位にあるデータが HPチャネルに割り振られ、全ての AC係数と EOBコ
ードが LPチャネルに割り当てられるとする。伝送のために、全ての HPコードワードは、各
ブロックからのデータを境界で区切ることなく、ビット・シリアル形式に連結される。さ
らに、全ての HPコードワードは可変長符号化されるので、コードワード間は区切られない
（これは、限られたバンド幅チャネルで最大の実効バンド幅を実現するためである）。対
応するマクロブロックの PBPが送られる。その結果、受信側は、 HPテータをそれぞれのブ
ロック間で区切るために必要な情報を有する。 LPチャネルでは、各ブロックからのデータ
は EOBコードで区切られる。
圧縮された HPおよび LPビデオ・データは、トランスポート・プロセッサ（ transport proc
essor）に供給される。このトランスポート・プロセッサは、ａ） HPおよび LPデータ・ス
トリームをセグメント化して個々の HPおよび LPトランスポート・ブロックにし、ｂ）各ト
ランスポート・ブロックに対してパリティ検査または巡回冗長検査（ cyclic redundancy 
check）を行って、適正なパリティ検査ビットをそのブロックに追加し、ｃ）補助データ
を HPまたは LPビデオ・データと一緒にマルチプレクシング（多重化）する。パリティ検査
ビットは、ヘッダ情報を同期させてエラーを隔離し、受信されたデータに、訂正不能なビ
ット・エラーがあった場合にはエラーを隠すのに受信側により利用される。
第３図は、トランスポート・プロセッサにより供給される信号はフォーマットを示す。そ
れぞれのトランスポート・ブロックは、２スライス以上のデータか、あるいは１スライス
未満のデータを含むことができる。従って、特定のトランスポート・ブロックは、あるス
ライスの終わりからのデータと、後続の次のスライスの始まりからのデータを含むことが
できる。ビデオ・データを含むトランスポート・ブロックは、他のデータ、例えば、オー
ディオを含むトランスポート・ブロックとインタリーブすることが可能である。各トラン
スポート・ブロックはサービス・タイプ・ヘッダ STを含む。サービス・タイプ・ヘッダ ST
はトランスポート・ブロックに含まれる情報のタイプを示す。この例では、 STヘッダは８
ビット・ワードであり、データが HPであるか、あるいは LPであるかを示し、しかも、情報
がオーディオであるか、ビデオであるか、補助データであるかを示す。
各トランスポート・ブロックは、 STヘッダの直後にトランスポート・ヘッダ THを含む。 LP
チャネルに対しては、このトランスポート・ヘッダは７ビット・マクロブロック・ポイン
タと、 18ビット識別子（ ID）と、７ビット・レコード・ヘッダ（ RH）ポインタを含む。 HP
チャネルのトランスポート・ヘッダは、８ビット・レコード・ヘッダ（ RH）ポインタのみ
を含む。マクロブロック・ポインタはセグメント化されたマクロブロックか、あるいは、
レコード・ヘッダ・コンポーネントを指すのに用いられ、次のデコード可能なコンポーネ
ントの始まりを指す。例えば、特定のトランスポート・ブロックが、スライスｎの終わり
とスライスｎ＋１の始まりに関連するマクロブロック・データを含んでいる場合は、スラ
イスｎからのデータはトランスポート・ヘッダに隣接して置かれ、ポインタは、次の復号
化可能なデータがトランスポート・ヘッダ THに近接していることを示す。逆に、レコード
・ヘッダ RHが THに近接している場合は、最初のポインタはレコード・ヘッダ RHの後のバイ
ト位置を示す。ゼロ値のマクロブロック・ポインタは、トランスポート・ブロックにはマ
クロブロック入口点がないことを示す。
トランスポート・ブロックはレコード・ヘッダを含まないか、１つ含むか、あるいは、２
つ以上含むことも可能である。レコード・ヘッダは、 HPおよび LPチャネルでは、マクロブ
ロック・データの各スライスの始まりに生じる。ビデオ・データ・ヘッダ情報のみを含む
トランスポート・ブロックには、レコード・ヘッダは含まれない。レコード・ヘッダ（ RH
）ポインタは、トランスポート・ブロックに、最初のレコード・ヘッダの始まりを含むバ
イト位置を指す。ゼロ値の RHポインタは、トランスポート・ブロックにレコード・ヘッダ
がないことを示す。レコード・ヘッダ・ポインタと、マクロブロック・ポインタの値が、

10

20

30

40

50

(7) JP 3649729 B2 2005.5.18



共に、ゼロである場合は、その状態は、トランスポート・ブロックがビデオ・データ・ヘ
ッダ情報のみを含んでいることを示す。
LPトランスポート・ヘッダ内の 18ビット識別子（ ID）は、現フレーム・タイプと、フレー
ム番号（モジュロ 32）と、現スライス番号と、トランスポート・ブロックに含まれる最初
のマクロブロックとを識別する。
トランスポート・ヘッダの後には、レコード・ヘッダか、 RHか、あるいはデータのいずれ
かが存在する。第３図に示すように、 HPチャネルのビデオ・データに対するレコード・ヘ
ッダは、１ビット FLAGと、識別子 IDENTITYを含む。１ビッグ FLAGは、ヘッダ拡張 EXTENDが
存在するかどうかを示す。識別子 IDENTITYは１ビット FLAGの後にあり、ａ）フィールド／
フレーム・タイプ I,BまたはＰと、ｂ）フィールド／フレーム番号（モジュロ 32） FRAME I
Dと、ｃ）スライス番号（モジュロ 64） SLICE IDENTITYとを示す。識別子 IDENTITYの後に
はレコードヘッダが存在し、レコード・ヘッダはマクロブロック優先度ブレークポイント
・インジケータ、すなわち PBPを含む。 PBPは、優先度セレクタ（ priority selector）の
アナライザ 152によって得られたコードワード・クラスをす。アナライザ 152はコードワー
ドを HPチャネルと LPチャネルに分割する。最後に、任意選択のヘッダ拡張を HPレコード・
ヘッダに含めることが可能である。
LPチャネルに組み込まれたレコード・ヘッダは、識別子 IDENTITYのみを含んでおり、これ
は HPチャネルに組み込まれた識別子と同じである。
各トランスポート・ブロックは、 16ビット・フレーム検査シーケンス、すなわち FCSで終
わる。 FCSはトランスポート・ブロック内の全ビットに亘って計算されたものである。 FCS
は巡回冗長コードを用いて生成することが可能である。
トランスポート・ブロックの情報は、それぞれのフォワード・エラー・符号化エレメント
（ forward error encoding element）に供給される。これらのエレメントは、ａ）それぞ
れのデータ・ストリームに対して、 REED SOLOMONフォワード・エラー訂正信号化を独立に
行い、ｂ）複数ブロックのデータをインタリーブし、再生されたイメージの大きな連続す
るエリアが大きなエラー・バーストにより壊されるのを防止し、ｃ）例えば、 Barkerコー
ドを複数ブロックのデータに追加し、受信側でデータ・ストリームの同期をとる。
受信側は、上述したようにフォーマットされた送信信号に応答し、逆優先順位付けと逆符
号化を行う装置を含む。逆優先順位付け、つまり、 HPデータと LPデータの再合成は、デコ
ードを行う前に行われていなければならない。というのは、デコーダは、データが、事前
に定めたフォーマット（第２図に示すフォーマットと同様のフォーマット）で出現するも
のと期待しているからである。容易に理解されることであるが、受信信号は少なくとも一
部が伝送の過程で破壊される。 HPトランスポート・ブロック内の PBPコードが紛失された
場合を考察する。この PBPコードが存在しないと、マクロブロックの各ブロックに対応す
る情報は、分離することができない。その結果、 HPトランスポート・ブロックに収められ
た情報は、相当の部分が役に立たなくなってしまう。さらに、 LPトランスポート・ブロッ
ク内の情報は、 HPトランスポート・ブロックに入っているブロックに対応するのであるが
、この情報も役に立たなくなる。実際には、 HPトランスポート・ブロックに収められた単
一の PBPコードワードが紛失されただけでも、紛失されなければスライス全体で有効であ
ったデータが役に立たなくなってしまう。もう１つの例は、コードワード、例えば、ピク
チャ・ヘッダ内のコードワードであって、フレーム・符号化タイプを指定するコードワー
ドが紛失された場合である。このコードワードがないと、符号化データのフレーム全体が
使用不能になるか、あるいは、少なくとも信頼できないものになる。
発明の開示
本発明の具現化は、ディジタル・ビデオ信号処理システムの装置であって、信号伝送中に
紛失されたイメージ・データが原因で、再生されたイメージに生じるおそれがあるエラー
を隠すための装置で実現されている。そのシステムは、伝送されたビデオ・データを検出
し、しかも、受信されたデータのセグメント（トランスポート・ブロック）にエラーが存
在する場合は、エラー信号を生成し、しかも、エラーが存在するセグメントをデータ・ス
トリームから除去する装置を含んでいる。受信されたデータはデコーダ／デコンプレッサ
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（ decoder/decompressor）システムに供給される。このシステムは、伝送されたビデオ・
データを、事前に定めたシーケンスに従ってデコードし圧縮解除する。圧縮解除されたビ
デオ・データは、後程、表示、記録等をするために、メモリに供給する。デコーダ／デコ
ンプレッサはエラー信号に応答して、エラーが発生したデータのブロックを置換データと
置き換える。この置換データは、一実施例では、圧縮されたデータを備えており、他の実
施例では、圧縮されたデータと、空間時間的に関係づけられた復号化データとの両方を備
えている。
特定の実施例では、受信されたデータは可変長コードワード（コードワード境界がない）
の２つのデータ・ストリームにあるが、これらのデータ・ストリームは特定の階層に従っ
て、単一のデータ・ストリームから取り出される。受信された第１および第２のデータは
、それぞれ、重要度が高いデータと重要度が低いデータを含む。これら２つのデータ・ス
トリームのそれぞれのデータは、個々のセグメントに出現し、エラー有無の検査が独立に
行われ、エラーがあれば除去される。２つのデータ・ストリームは可変長デコーダに供給
され、コードワード境界が判定され、これら２つのデータ・ストリームが１つのデータ・
ストリームに再合成される。可変長デコーダは、重要度の低いデータのセグメントが除去
されたことを示すエラー信号を受信すると、それに応答して、再合成されたデータ・スト
リーム内の除去データを、事前に定めた値に対応するデータに置き換える。
【図面の簡単な説明】
第１図は MPEGライクな信号符号化階層を図示した図である。
第２図は MPEGライクな信号フォーマットを示す模式図である。
第３図は伝送するために編成された信号のセグメントを示す図である。
第４図はエラーを隠す装置を含む HDTVレシーバの一部を示すブロック図である。
第５図は受信されたトランスポート・ブロックを処理し、エラー信号を生成する装置を示
すブロック図である。
第６図は HP/LP信号合成回路を示すブロック図である。
第７図は第４図の圧縮解除回路 27に替えて実現できる回路例を示すブロック図である。
第８図は結合された信号合成－圧縮解除回路を示す模式図である。
発明を実施するたるめの最良の形態
第４図を説明する。伝送された信号はデモジュレータ 20に結合される。デモジュレータ 20
により、高優先度（ HP）ビデオ・データと低優先度（ LP）ビデオ・データに対応する２つ
の信号が供給される。これら２つの信号は、それぞれ、 REED SOLOMONエラー訂正デコーダ
21および 22に供給される。エラーが訂正された信号は、レート・バッファ（ rate buffer
） 23および 24に結合される。レートバッファ 23および 24は一定のレートでデータを受信し
、その後の圧縮解除回路の要件に見合う可変レートでデータを出力する。可変レートの HP
データと LPデータは、トランスポート・プロセッサ 25に供給される。トランスポート・プ
ロセッサ 25により、別のエラー検査が行われ、伝送されたデータがタイプ（補助、オーデ
ィオ、ビデオ）別に分けられ、各トランスポート・ブロック・ヘッダがサービス・データ
から分離される。ビデオ・サービス・データと、対応するエラー・データと、トランスポ
ート・ヘッダ・データは、優先度選択解除プロセッサ（ priority deselect processor） 2
6に供給される。優先度選択解除プロセッサにより、 HPデータと LPデータが階層化された
信号に再フォーマットされ、再フォーマットされた信号はデコンプレッサ（圧縮解除） 27
に供給される。このデコンプレッサ 27は、圧縮された信号を、表示または記憶に適した信
号に変換する。
第５図は、システムのレシーバに含まれるトランスポート・プロセッサ 25を示す。この種
のプロセッサは２つ必要である。１つは HPチャネル用、もう１つは LPチャネル用である。
オーディオまたは補助データが特定のチャネルから常に除外されることが事前に分かって
いれば、対応するエレメントをそのチャネル・トランスポート・プロセッサから除くこと
が可能である。
第５図において、レート・バッファ 23または 24からのデータは、 FCS ERROR検出器 250と遅
延エレメント 251に供給される。遅延エレメント 251は、１トランスポート・ブロック・イ
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ンタバルだけ遅延させる。この遅延により、検出器 250は、対応するトランスポート・ブ
ロックにエラーがあるかどうかを判定することができる。検出器 250は、 REED SOLOMONデ
コーダ 21と 22により訂正できなかったエラーが発生したかどうかを判定し、エラー信号Ｅ
を供給する。エラー信号Ｅは、トラセンスポート・ブロックにエラーが存在するか、存在
しないかを示す。エラー信号は 1:3デマルチプレクサ 253の入力ポートに入力される。遅延
されたトランスポート・ブロック・データもマルチプレクサ 253の入力ポートに供給され
る。遅延されたトランスポート・ブロック・データは、サービス・タイプ検出器（ ST DET
ECT） 252にも結合される。この検出器は STヘッダを試験し、 STヘッダに応じてマルチプレ
クサ 253を条件付け、マルチプレクサ 253がトランスポート・ブロック・データと、対応す
るエラー信号を、オーディオ、補助またはビデオ信号処理パスのうちの適正なパスに渡す
。
ビデオ信号処理パスでは、トランスポート・ブロック・データおよびエラー信号が処理エ
レメント 256に結合される。処理エレメント 256により FCSコードと、トランスポート・ブ
ロック・ヘッダ ST,THおよび RHが、データ・ストリームから除去される。また、処理エレ
メント 256は、エラーが検出されたトランスポート・ブロック全体のビデオデータを削除
するように編成されている。処理エレメント 256は、トランスポート・ブロック・ヘッダ
が除去されたビデオ・データと、エラー・データと、トランスポート・ヘッダを、別々の
バスを経由して優先度選択解除プロセッサ 26へ供給する。
FEC回路 21および 22からは、受信されたデータが、エンコーダ内の FEC回路に供給される固
定長ワードに対応する固定長ワードで得られる。従って、トランスポート・ブロック・ヘ
ッダ・データは、事前に定められた（ ST,THおよび FCS）バイト境界上またはトランスポー
ト・ヘッダで指定された（ RH）境界上のいずれかで生じる。そのため、必要なトランスポ
ート・ブロック・ヘッダを識別して、それらのトランスポート・ブロック・ヘッダをそれ
ぞれのトランスポート・ブロックから取り出すことは、比較的簡単なことである。
第６図は優先度選択解除プロセッサの例を示す。優先度選択解除プロセッサはデータをレ
シーバのトランスポート・プロセッサから受け取り、 HPおよび LPデータを再構成して単一
のデータ・ストリームにする。そのためには、データ・ストリームのそれぞれのコードワ
ードを識別しなければならない。つまり、各ブロック内のコードワードのクラスまたはタ
イプが検出可能になっていなければならない。データは連結された可変長コードの形式に
なっているので、そのデータは、コードワード境界とコードワード・タイプを定義するた
め、少なくともその一部か VLC復号化されなければならない。コードワード境界と、コー
ドワード・タイプが、一度、判定されると、データ優先度ブレークポイント、すなわち、
PBP（ HPチャネル内の）を判定することができる。その後、 HPデータを各ブロックに割り
振り、 HPデータを解析して、それぞれの並列ビット VLCコード形式にすることができる。
連続するブロックに対応する LPデータは、 EOBコードによって区別することが可能である
。しかし、 EOBコードを認識し、連結されたデータを解析して別々のコードワードにする
には、 LPデータを VLC復号化する必要がある。 EOBコードが検出されると、プロセッサは高
優先度チャネルに戻る。さらに、出現した EOBコードをカウントすることにより、プロセ
ッサは、マクロブロックと、スライスと、フレーム等に対して新しいヘッダ・データがい
つ出現するか判定することができる。
デコンプレッサ 27の構成によって、優先度選択解除装置により供給された出力データは異
なった形式をとる。例えば、デコンプレッサが可変長復号化回路、すなわち VLD回路を含
む MPEGライクなデコンプレッサである場合は、選択解除回路は、出力データを VLC形式で
供給するように構成されることになる。あるいはまた、選択解除回路をデコンプレッサ 27
に組み入れ、デコンプレッサの VLD機能をもたらせることも可能である。その場合は、出
力コードワードは可変長復号化された形式になる。
第６図は、一般化された優先度選択解除装置であって、可変長符号化されるか、あるいは
復号化されたビデオ出力データを供給するように編成することができる優先度選択解除装
置の例を示す。第６図を説明する。トランスポート・プロセッサ 25により供給された HPお
よび LPデータは、固定コードワード長で出現するものと仮定する。これらのコードワード
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はそれぞれのバレル・シフタ（ barrel shifter） 60および 61に供給される。これらのバレ
ル・シフタは固定長コードワードを連結し、データビットの組合わせを、 VLD64に含まれ
た復号化テーブルに、マルチプレクサ 62を経由して供給する。 VLDからの出力データの形
式は復号化テーブルにより判定される。この種の可変長復号化は、圧縮技術の分野の当業
者には公知である。可変長復号化の詳細な説明は、 "An Entropy Coding System for Digi
tal HDTV Applications",by Lei and Sun,IEEE TRANSACTION ON CIRCUITS AND SYSTEMS F
OR VIDEO TECHNOLOGY,VOL.1,NO.1 March 1991に記載されている。
VLD64は、次のようにプログラムされている。すなわち、優先度ブレーク・ポイントに出
会うまでマルチプレクサ 62から HPでータを受け、そして、 EOBに出会うまで LPチャネルか
らデータを受け、 EOBに出会うと、再び、 HPチャネルからデータを受け、その後、これを
繰り返すようにプログラムされている。特に、 VLDは状態・マシン（デコーダ・状態・シ
ーケンサ）を含み、この状態マシンは復号化シーケンスを制御するようにプログラムされ
ている。状態シーケンサは次のようにプログラムされている。すなわち、期待される入力
データ・シーケンスに従って、例えば、第２図のデータフォーマットに従って、 VLDを制
御するようにプログラムされている。トランスポート・プロセッサにより供給されたヘッ
ダ・データは、状態・マシンに結合され、そのデバイスでプログラムされた制御シーケン
スをそれぞれ初期設定する。データ・シーケンス内の特定のポイント、例えば、フレーム
の始まりまたはスライスの始まりなどと一度同期がとられると、状態シーケンサは、その
後に出現したデータを復号化するのに必要な制御機能を提供する。さらに、それぞれのコ
ードワードが復号化されると、状態シーケンサは次に出現されるコードワードの期待され
るクラスまたはタイプを示す信号を出力するようにプログラムされる。「タイプ」信号は
、コンパレータ回路 63の一方の入力端子に入力される。トランスポート・プロセッサから
得られた優先度ブレーク・ポイント PBPコードは、コンパレータの他方の入力端子に入力
される。コンパレータの出力により、マルチプレクサ 62が条件付けられ、状態シーケンサ
からの「タイプ」信号が PBP信号未満である限り、 HPデータを VLD64に渡し、 PBP信号以上
である限り LP信号を VLD64に渡す。
VLD64により供給される HPおよび LPの再合成されたビデオ・データは、マルチプレクサ 67
に入力され、エラー表示がない場合は、デコンプレッサ 27に出力される。エラーが検出さ
れた場合は、エラー・トークン・ジェネレータ（ error token generator） 65により供給
された置換ビデオ・データが、マルチプレクサ 67から出力される。
エラー・トークン・ジェネレータ 65は、例えば、トランスポート・ブロックに含まれるヘ
ッダ情報、 VLDの状態およびエラー表示に応答するようにプログラムされたマイクロプロ
セッサである。エラー・トークン・ジェネレータ 65は、圧縮されたビデオ・データをシミ
ュレートする置換データ・テーブルを含むことが可能である。このデータは、 MPEGライク
なデコンプレッサにより認識される特定のデータに対応している。エラー・トークン・ジ
ェネレータにも、メモリ 66からデータが供給される。このデータは、除去されたビデオ・
データの代わりに用いることができる。特に、メモリ 66には、 VLDの状態シーケンサに応
答して、例えば、前のスライス内のマクロブロックの動きベクトルに対応する動きベクト
ルがロードされる。
イメージ・オブジェクトの動きは、マクロブロック境界にまたがって出現する。さらに、
エラーは水平方向に伝播するか、あるいは出現する。従って、たぶん、垂直方向に隣接す
るブロックの動きベクトルは、似かによっており、垂直方向に隣接するマクロブロックか
らの動きベクトルを置換することにより、エラーが許容できる程度に隠されることになる
。同様に、垂直方向に隣接するブロックからの DC DCT係数も類似していることが期待でき
る。よって、 DC DCT係数もメモリ 66にストアしておき、紛失された DC係数の代用とするこ
とが可能である。
データのメモリ 66へのストアは、状態シーケンサによって制御される。状態シーケンサは
、 VLDを条件付け、事前に定めたシーケンスに従ってデータを出力するようにプログラム
されている。よって、データが VLDから出力されたとき所望のタイプのデータをフェッチ
するため、適正な信号を供給することができる。このデータは、エラー・トークン・ジェ
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ネレータがアクセスできる、事前に定めたアドレスのロケーションに書き込むことができ
る。
エラー・トークン・ジェネレータは、トランスポート・ヘッダ・データとエラー信号をモ
ニタし、いつ、どのデータが紛失したかを判断し、紛失されたデータに応じて、データを
マクロブロック単位で置換する。事前に定めたデータ・タイプのデータのシーケンスは、
事前にプログラムされ、フレーム・タイプと、紛失されたデータのタイプに応じて置換を
行う。例えば、マクロブロックは特定のアドレスをキャリし、事前に定めたシーケンスで
出現する。エラー・トークン・ジェネレータは、ヘッダ・データに応じて、マクロブロッ
クの通常のシーケンスにブレーク（区切り）が存在するかどうかを判断し、紛失したマク
ロブロックの代わりに置換マクロブロックを提供する。
エラー・トークン・ジェネレータ 65から得られる置換データの特定の例を検討する前に、
便宜上、 MPEGタイプデコンプレッサを説明しておく。第７図を説明する。第７図は MPEGタ
イプデコンプレッサの一例の概要示す。
優先度選択解除プロセッサのマルチプレクサ 67から得られたビデオ・データは、バッファ
・メモリ 300に入力される。このデータは圧縮解除コントローラ 302によってアクセスされ
、可変長デコーダすなわち VLD303に入力される。この可変長デコーダは、入力されたデー
タを可変長復号化する。ヘッダ・データが取り出され、コントローラ 302をプログラムす
る。 DCT係数に対応する可変長復号化コードワードが取り出され、デコーダ 308に入力され
、動きベクトルに対応する可変長コードワードがデコーダ 306に入力される。デコーダ 308
には、コントローラ 302の制御に適している。逆ランレングス復号化と逆 DPCM符号化を、
行う装置が含まれている。デコーダ 308からの復号化データは、逆 DCT回路 310に入力され
る。逆 DCT回路 310に含まれている回路により DCT係数がそれぞれ逆量子化され、得られた
係数がピクセル・データのマトリックスに変換される。そして、ピクセル・データが加算
器 312の一方の入力端子に結合される。加算器 312の出力がビデオ表示 RAM318およびバッフ
ァ・メモリ 314に結合される。
デコーダ 306には、コントローラ 302による制御に適した動きベクトルの逆 DPCM符号化を行
う回路が含まれている。復号化された動きベクトルは動き補償プレディクタ（ motion com
pensated predictor） 304に入力される。動きベクトルに応答して、動き補償プレディク
タはピクセル、すなわち、バッファ・メモリ 314および 316の一方（フォワード）または両
方（フォワードとバックワード）にストアされている、対応するブロックのピクセルにア
クセスする。また、動き補償プレディクタは、ブロックのデータ（一方のバッフィ・メモ
リからの）か、あるいは１ブロックの保管されたデータ（両方のバッファ・メモリからの
それぞれのブロックから取り出された）を加算器 312の他方の入力端子に供給する。
圧縮解除は次のようにして行われる。入力ビデオ・データのフィールド／フレームがフレ
ーム内符号化されている場合は、動きベクトルは存在しないが、復号化されるか、あるい
は逆変換された DCT係数は、ピクセル値のブロックに対応する。従って、フレーム内符号
化されたデータに対して、プレディクタ 304はゼロ値を加算器 312に入力し、逆変換された
DCT係数が加算器 312で変更されないまま、ビデオ表示 RAMに渡され、ストアされる。ビデ
オ表示 RAMの逆変換された DCT係数は、通常のラスタ走査に従って読み出される。復号化さ
れたピクセル値もバッファ・メモリ 314または 316の一方にストアされ、動き補償されたフ
レーム（ＢまたはＰ）を復号化するため、予測されたイメージ値を作る際に用いられる。
入力データのフィールド／フレームが、フォワード・動き補償されたＰフィールド／フレ
ームに対応している場合は、逆変換された係数は、残余、つまり、現フィールド／フレー
ムと一番最後に出現したＩフレームとの差に対応する。プレディクタ 304は、復号化され
た動きベクトルに応答して、データ、すなわち、バッファ・メモリ 314または 316のどちら
かにストアされた、対応するブロックのＩフレーム・データにアクセスし、このブロック
のデータを加算器に入力する。この加算器では、逆 DCT回路 310により供給されたそれぞれ
のブロックの残余が、プレディクタ 304により供給された、対応するブロックのピクセル
・データに加算される。加算器 312で得た総和は、個々のブロックのＰフィールド／フレ
ームに対するピクセル値に対応しており、これらのピクセル値は、それぞれの記憶ロケー
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ションを更新するため、表示 RAM318に入力される。さらに、加算器 312から得たピクセル
値は、バッファ・メモリ 314または 316のうちの一方であって、予測されたピクセル・デー
タを生成するために利用される、Ｉフィールド／フレームのピクセル・データがストアさ
れていない方にストアされる。
双方向符号化された（Ｂ）フィールド／フレームに対して、オペレーションは同様である
。ただし、それぞれの動きベクトルがフォワードであるか、バックワードであるか、ある
いはその両方であるかにより、予測された値が、両方のバッファ・メモリ 314と 316内のス
トアされたアンカ・フレーム（ＩまたはＰ）からアクセスされる点が相違する。生成され
たＢフィールド／フレーム・ピクセル値は、表示 RAN318を更新するために供給されるが、
バッファ・メモリのどちらにもストアされない。というのは、Ｂフィールド／フレーム・
データは、他のフィールド／フレームのピクチャデータを生成するのに使用されないから
である。
MPEGライクな信号フォーマットで注意すべき点は、符号化されたＰおよびＢフレームは、
マクロブロックがスキップできる点である。このような要因があるため、ある程度の柔軟
性をもってエラーを隠すことができる。スキップされたマクロブロックについては、デコ
ーダが前のピクチャからのマクロブロックを現在のピクチャに効率的に複製するか、ある
いはまた、スキップされたマクロブロックについては、ビデオ表示 RAM318の対応する領域
が単に更新されないだけである。マクロブロックのスキップは、動きベクトルをゼロ値で
符号化し、 DCT係数を全てのゼロ値で符号化することにより行うことができる。他方、符
号化されたＩフレームでは、マクロブロックはスキップされない。すなわち、デコーダは
、全てのマクロブロックに対するデータがＩフレームに入っているものと期待する。従っ
て、紛失したマクロブロックを、前のフレームからのデータと、単純に、置き換えること
はできない。
注意すべき第２の点は、 DCT係数が符号化されると、 EOBコードが最後の非ゼロ係数の後に
置かれることである。デコーダは、最後の非ゼロ係数と、それぞれのブロックに現れると
予想される最後の係数との間に、ゼロ値の係数がいくつ現れても、それを扱えるようにプ
ログラムされている。
注意すべき第３の点は、ＰおよびＢフレームの場合はＩフレームの場合よりも、データ階
層の上位にあるデータに対応するデータがより多く LPチャネルで伝送されることになるこ
とである。
エラー・トークン・ジェネレータから得られる置換データの例について考察する。置換デ
ータのタイプは、現在処理されているフレームのタイプにより決まり、エラーが HPチャネ
ルに発生したか、 LPチャネルに発生したかにより決まり、エラーがデータ・ストリームの
どこで発生したかによって決まる。Ｉフレームの LPチャネルで発生したエラーを考察し、
AC係数のみが LPチャネルで伝送される場合を考察する（ PBPは５を超える値か、５に等し
い）。この例では、個々の EOBコードを AC係数と置換することができる。これらの AC係数
は、マクロブロック内の各ブロックに対し、また LPチャネルで除去された各マクロブロッ
クに対して LPチャネルに現れると期待されていたものである。置換されたデータによって
得られたイメージは、構造が不十分であるが、ブライトネス値は適正である。従って、置
換ビデオ・データから生成されたピクセルは、若干エラーがあるが、特に目立つようなイ
メージアーティファクトを生成しない。あるいはまた、 PBPが５未満である場合は、 DC DC
T係数は LPチャネルで伝送される。この例では、紛失した LPデータを複数の EOBで置き換え
ると、デコンプレッサに与えられるデータが少な過ぎるために、デコンプレッサは、目障
りでないアーティファクトを作ることができない。この例の場合で、 HPエラーが生じた場
合には、置換データは情報が充分であるので、デコンプレッサはマクロブロック単位でデ
コード機能をパフォームすることができる。すなわち、デコンプレッサには充分なデータ
が与えられるので、デコンプレッサがオーペレーション不能状態になることはない。しか
し、ビデオ・データが置き換えられたエリアに再生されたイメージは、実際のイメージと
関係なくすることができる。この置換データは、マクロブロック・アドレスと、マクロブ
ロック・タイプと、 DC DCT係数と、マクロブロック内の各ブロックの EOBコードとを備え
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ることが可能である。ただし、 DC DCT係数は、マクロブロック内のそれぞれのブロックの
中間色（ midgray）値に対応する次の点は注意すべきである。すなわち、Ｉフレーム内の
このようなエラーは、別のプロセスが開始されていない場合は、 GOF内を伝播することに
なる。このプロセスについては、次に詳しく説明する。
ＰおよびＢフレームに与えられた置換データは、同様の形式にすることが可能である。例
えば、 AC DCT係数だけに対応するデータは LPチャネルで紛失されるものとする。Ｉフレー
ムの場合のように、この紛失データは EOBで置き換えることが可能である。あるいはまた
、動きベクトルと、階層的に重要度の劣るデータが、 LPチャネルまたは HPチャネルのどち
らかか、あるいは両方のチャネルで紛失されたものとする。この場合、置換データは、少
なくとも２つの形式のものが使用可能である。第１の形式の置換データは、ゼロ値の動き
ベクトルを圧縮された置換マクロブロックに供給し、除去されたマクロブロックにゼロ値
の DCT係数を供給する形態をとることができる。このようにすると、前のフレームからの
ピクセル・データが、紛失されたマクロブロックに効率的に置き換わることになる。再生
されたイメージのうち、置換されたマクロブロックに対応する部分は高解像度データを含
むことになるがおそらく変則的な動きをするであろう。というのは、データが置き換えら
れたエリアに対してイメージの残り部分が移動するかもしれないからである。第２の形式
の置換データは、置換マクロブロックであって、垂直方向に隣接するマクロブロックから
選択された動きベクトルをもつ置換マクロブロックを供給することができる。現マクロブ
ロックが符号化されなかった旨を通知する。現マクロブロックが符号化されなかったとき
は、残余の値が全てゼロ値であるものとみなされるという意味である。この例では、考慮
しているイメージの領域は、そのイメージの残りの部分と同期して移動する可能性がある
が、このエリアの実際のピクチャの細部は、わずかにエラーがあるかもしれない。これら
のことは、種々の紛失されたデータに対して用いられる特定の置換信号を選択するとき、
システム設計者が考慮すべきトレードオフである。注意すべきことは、垂直方向に隣接す
るマクロブロックからの動きベクトルは、周期的にメモリ 66にストアされ、メモリ 66から
取り出されることである。
DC DCT係数がマクロブロックからマクロブロックに差分符号化（ DCPM）されることも考察
しよう。この場合には、置換マクロブロックのシーケンスの最後のマクロブロックは、置
換されない最初のマクロブロックにより最初に参照される訂正 DC DCT値をもっていないこ
とになる。そのため、エラー・トークン・ジェネレータは、次のようにプログラムするこ
とができる。すなわち、垂直方向に隣接するマクロブロックからの（つまり、メモリ 66か
ら取り出された）最後の置換マクロブロックの DC DCT係数を置換するか、あるいは、時間
的に離間させて同一位置に配列されたマクロブロックから（つまり、例えば、フレーム全
体の圧縮された選択データをストアするように編成された拡張メモリ 66から取り出された
）最後の置換マクロブロック内の DC DCT係数を置換するようにプログラムすることが可能
である。
第７図に戻って説明する。上述したように、Ｉフレームとある種の紛失データに、置換デ
ータが供給されるが、それは、生成されている復号化されたピクチャ・データが許容しえ
ないものであっても、デコンプレッサを条件付けて引き続きオペレーティングを行うため
である。このデータはエラー・トークン・ジェネレータにより供給されたエラー・マップ
があるため、表示 RAM318に書かれない。潜在的に許容しえないイメージを作ると思われる
全ての置換データに対しては、Ｉフレームを処理している間、エラー・トークン・ジェネ
レータは、エラー・マップを作成する。このエラー・マップは、２進数の１と０（ゼロ）
のパターンよりなり、そのパターンは特定の置換データから生成されたピクセル（または
ブロックまたはマクロブロック）に対応し、特定の置換データから生成されないピクセル
にも対応する。このエラー・パターンはメモリ装置 313にロードされる。ロードされる記
憶ロケーションは、ビデオ表示 RAM VDR内の関連するピクセルのアドレス・ロケーション
に対応するアドレス・ロケーションである。書込みアドレスが表示 RAMに入力されると、
これらのアドレス値は、エラー・パターンをアドレスするために、メモリ装置 313に入力
される。ある特定のアドレス・ロケーションにエラーインディケーションが入っていると
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、信号がメモリ装置によって生成され、新しいデータを、表示 RAMの対応する記憶ロケー
ションに書き込むことが禁止される。
第８図は、優先度選択解除装置とデコンプレッサが可変長デコーダを共用する他の実施例
を示す。この構成によると、システムに２つの VLDを設ける必要がなくなるだけでなく、
第７図のメモリ装置 313が不要になる。第８図において、第６図と第７図のエレメントと
同一符号を付した回路エレメントは、同様の機能をパフォームする。しかし、第８図の回
路では、 VLDから得られる出力ワードは、可変長復号化形式になっており、エラー・トー
クン・ジェネレータに組み込まれている置換データのテーブルに替えて、例えば、Ｉフレ
ームに対するスキップされたマクロブロックを含む。この構成の圧縮解除アルゴリズムは
、 MPEG圧縮解除アルゴリズムに実質的に準拠しているが、１つだけ有利な例外がある。そ
の例外とは、Ｉフレーム内のスキップされたマクロブロックを受け付けるようなっている
ことである。Ｉフレーム内のスキップされたマクロブロックをデコーダが認識できること
とは次のことを意味する。すなわち、Ｉフレーム・デコーダが表示 RAMで更新されないか
、あるいはスキップされたマクロブロックに対応する領域の復号化バッファ・メモリ（ 31
4,316）内で更新されないことを意味する。この機能があるため、第７図のメモリ装置 313
が不要になり、エラー・トークン・ジェネレータのエラー・マップ生成機能も不要になる
。従って、前者の装置では、置換Ｉフレーム・データは、各マクロブロックごとにデータ
を与えるという要件を満たすだけの構成になっていた。これに対して、第８図の構成では
、スキップされたマクロブロックを示すことになる置換データがエラー・トークン・ジェ
ネレータから得られることになり、紛失されたデータは時間的に離れた同一位置に置かれ
たデータと置き換えられる。スキップされたマクロブロックのインディケーションは、次
に検出された有効にスライス・ヘッダをデータ・ストリームな組み入れるという形態のみ
をとることができる。
第８図の回路は、システム・コントローラ 370とデコンプレッサコントローラ 360を含んで
いる。システム・コントローラ 370はレシーバシステム全体を制御し、ユーザが入力した
刺激に応答する。このコントローラは、 VLDと、ステート・シーケンサと、エラー・トー
クン・ジェネレータと、デコンプレッサ・コントローラとを条件付けして、システム始動
時に初期設定し、ある復号化シーケンスをオーバライドして特殊な効果をもたらし、チャ
ネル変更などを制御する。圧縮解除コントローラ 360は圧縮解除回路と表示 RAMを制御する
。 VLDからのビデオ・データは、次のようにプログラムされたコントローラ 360に入力され
る。すなわち、種々の MPEGヘッダ・データを認識し、このデータ認識に応答して、適正な
復号化機能により適正なデータをシーケンスする。マクロブロック・アドレスに応答して
、このコントローラは、表示 RAMを条件付け、対応する復号化されたピクセル値を、適正
なラスタ領域に書く。表示 RAMメモリセルであって、スキップされたマクロブロックで表
されたラスタ域に対応するメモリ・セルは、コントローラ 360によって定期的にリフレッ
シュされ、これらの領域で一時的に置換が行われる。
第８図のシステムの編成によれば、 I,PおよびＢフレーム内のスキップされたマクロブロ
ックを処理する（もっと正確に言えば、処理しない）ので、ある特殊効果はエラー・トー
クン・ジェネレータから得ることができる。フレーム静止（ freeze frame）機能は、ユー
ザにより誘起させることができる。ただし、次の場合に限られる。すなわち、エラー・ト
ークン・ジェネレータをオーバライドするようにシステム・コントローラを構成して、全
てのフレーム内の全てのマクロブロックを、スキップされたマクロブロックに対応するビ
デオ・データで置換するか、あるいは、圧縮解除コントローラをオーバライドし、条件付
け、全てのマクロブロックをスキップされたものとして扱う場合に限られる。ストロボス
コープ効果は、例えば、スキップされたマクロブロックをもつ全てのＰおよびＢフレーム
をオーバライドすることによって得ることができる。部分的なストロボスコープ効果は、
コントローラ 370を次のようにプログラムすることにより実現することができる。すなわ
ち、エラー・トークン・ジェネレータを条件付け、１つおきのスライス・セット内のスキ
ップされたマクロブロックに対応するデータを供給することにより実現する。
エラー・トークン・ジェネレータを編成して、エラー隠しと関係のない特定の置換ビデオ
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・データを供給することが可能である。置換データ・テーブルには、ある種の条件の下で
、あるイメージを得るための置換データを含めることが可能である。レシーバが特定のブ
ロードキャストチャネルと同期をとっているが、認識可能なヘッダ・データがトランスポ
ート・プロセッサから得られない間は、エラー・トークン・ジェネレータを条件付け、例
えば、青スクリーン、または可能な場合は、チェッカボードなどに対応する置換データを
作成することが可能である。あるいはまた、チャネル変更が誘起されると、トークン・ジ
ェネレータを条件付け、前のチャネルからの最後に表示されていたフレームを、そのシス
テムが新しいチャネルと再同期するまで、静止させることが可能である。
以上、本発明を、２レイヤまたはチャネルのシステムの環境で説明したが、ビデオ信号圧
縮分野の当業者にとって、本発明は単一チャネル・システムで実施することができ、しか
も、異なる圧縮信号フェーマットで実施することが可能である。従って、請求の範囲は、
この点を考慮して解釈すべきである。
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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